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ることはできない(H.D. Betz､ . ･TheConcept ofApocalyptic in the
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&UnwinLtd, 1973. , 佐藤敏夫「信仰と歴史」「教義学講座2」日本基督教
団出版局， 1972年.，佐藤敏夫｢歴史の神学」「教義学講座3」日本基督教団出版







































ngen:Vandenhoeck&Ruprecht, 1967, 19712, 22fなお，歴史神学にお
けるキリスト教倫理の基礎づけに閲しては，大木英夫「現代におけるキリスト
教社会倫理」「講座現代世界と教会11」 日本基督教団出版局, 1971年，大


























237‘ ） 「神の永遠なろ創造行為は時間の終末においてはじめて展開される． ． . 、
神の創造行為の時間的展開は世界の初めからではなく ，その終末論的成就から
理解されるべきである｡」 (GdC., 407f~ ) 「われわれの考察は， 因果律の観念
に通常前提されている時間の連続を逆轆させた上に基礎づけられている。 。 ・ ・ ・
この終末論的創造論の試みは， 神の愛の新しいとらえ方の中に中心をもって
いる。」 (TaKG. , 70.)なお「自然法則」については,W.Pannenberg,DILs
αα"6e"6EAE〃"“応． Hamburg: SiebensternTaschenbuchVerlag,

























































































































































21) TaKG. , 78.
22) Cf~W~Pannenberg. T/i"E〃之z"-rJJ"J(ﾉgだ“gj=Kirr/zE,Miinchen:
ClaudiusVerlag, 1970, 32ff--以下, TzTdK． と略記。 GdC,, 386ff.
23) W.パネンベルクの言う 「永逮」は無時間的なものでは斑< ，神が未来の力と
して樋めて違い過去さえも支配してきたことぞ意味する。 「永遠とは神の時間




















































































26) Cf.GdC.｣ 390ffDG~, 159ff.
27) Cf.TaKG., 81f. なお「変革の倫理」といわゆる「革命の神学」 との異同に
ついては, GUcE., 692. とTaKG., 85． を参照。
28) W.Pannenberg. , ,ZurTheologiedesRechtt>,Ze""ﾙｱ雛_趣,.ど“"gピー


















































30) Cf.H.Thielicke．T/I"JOgi"ﾙごE"IM"/1. 'riibingen: J,C,B.Mohr,1959､
31) C{.W,D.Mar野心l,. ,'EvangelischeTheologievonderFragenachdem













て語る。 そしてこの場合多くの者(Kmneth, Schlink, Thielicke,














































































































































































































































































































でもなく ，途中の実験にしてかつ終りの課題であります｡」 (E. ブロッホ「哲
学の樫本問題」法政大学出版局， 1974年， 69頁） 「この創始はけっして過ぎ















































リスト論要綱」の第七章11 , ,JEsuSelbstverstandrnis undderVerl,ang-










しようとしている （ローマ3：31， 5：20， 7：4， 10：4)。律法の終り （ロー
マ10：4） とは， キリストと結ばれた者が律法から自由であること， しかもキ
リストによる愛における律法の成就にあずかっていることを意味する （ガラテ
ヤ5： 14， 6：2， ローマ13： 10)。 ローマ2： 14以下で， パウロはユダヤの
律法を人閲一般の状況を代表するものと考え， さらに彼は十字架上で完遂され
たイエスの救いの出来事を律法の普遍的重要性によってすべての人に関係づけ
る可能性を認雛している。瑚実， イエスは法一般を否定したのではなく ， 自山
な椎威で解釈したのであり，愛の戒命もイエスの使信と伝統的法との連続性を










































40ff~ ) また罪の技しに関してはDG,167ff. を参照。
－95－
36
実の統一性に対する創造的責任を認識することカミできるのである。
W,パネンベルクによればキリスト教倫理は今やあらゆるギリシア
的・不変的秩序思想から解放され， 「愛による変革の倫理」と葱らな
ければならないのである。 (1974.11.27記）
－96－
